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改訂新版 日本の野生植物 第３巻 初版第１刷（2016年9月20日刊）正誤表
この正誤表は「初版第 1 刷」の内容です。2020 年 10 月8 日現在までに把握している内容を掲載しています。

【段】の「－」は、当該箇所が 1 段組にあることを示します。「左」「右」は、当該箇所が 2 段組のどちらの段にあるかを示します。
【行数、図など】の行数は、1 段組、2 段組の区別をせずに数えています。
　「上から○行目」という場合は、科名や著者名も含めていますが、各科 1 ページ目の下段欄外に記載した「旧版の執筆者」は行数に含みません。

2020年10月8日　平凡社編集部
ページ 段 行数，図など 誤った記述。【　】内は右欄の修正内容 正しい記述，もしくは削除など

32 右 下から22行目 茎葉 根出葉
35 左 上から20行目 hara-kurosawae harakurosawae

45 ー 下から12行目 野生化する。 野生化する…………37’. トックリイチゴ　【下から11-10行目の K 行を2行削
除し，K 行2行目末の「37’. トックリイチゴ」を移動】

61 ー 下から15行目 5－10個 4－10個
62 左 下から4行目 萼は有毛で，花床筒は鐘形 花床筒は有毛で，鐘形
63 左 下から4行目 萼は暗紅色をおび，無毛，花床筒は筒形で 花床筒は暗紅色をおび，ふつう無毛，筒形で
63 右 下から16行目 萼は暗紅色をおび，花床筒は鐘形 花床筒は暗紅色をおび，鐘形
64 左 上から15行目 短い筒形 くびれたつぼ形
65 右 上から10行目 萼は赤褐色をおび，無毛または微毛が生え，花床筒は長さ 花床筒は赤褐色をおび，無毛または微毛が生え，長さ
65 右 下から23行目 萼は紅紫色，花床筒は鐘状筒形で， 花床筒は紅紫色，鐘状筒形で，
66 左 上から15行目 萼は無毛，花床筒は筒形 花床筒は無毛，筒形
66 左 下から18行目 カスミサクラ カスミザクラ
66 右 上から24行目 萼は赤紫色をおび，無毛で，花床筒は筒形で 花床筒は赤紫色をおび，無毛，筒形で
67 左 下から15行目 萼は紅紫色で，無毛，花床筒は筒形で 花床筒は紅紫色で無毛，筒形で
67 右 上から23行目 萼は無毛，花床筒は長い鐘形で， 花床筒は無毛，長い鐘形で，
67 右 下から14行目 葉縁のが 葉縁の鋸歯の先が
67 右 下から1行目 萼 花床筒
72 左 上から23行目 腺毛を 白軟毛を
78 ー 上から24行目 1.4－2.5cm 1.5－2.5cm
80 右 下から2行目 Rehder Rehder Ohwi, comb. nud.
89 ー 上から26行目 葉は2列または5列生。 葉はふつう2列生。
95 右 下から15行目 北海道 南千島・北海道【次行の「南千島・」を移動】
96 左 上から27行目 北海道 南千島・北海道【3行後の「南千島・」を移動】
100 ー 上から７行目 果実は……核果と，……小堅果とがある。 果実は……核果か，……小堅果。
100 ー 下から10行目 内側に 苞の内側に
105 ー 上から11行目 2n ＝18，22，44。 2n ＝18，20，22，26，44，52。
105 ー 上から11行目 植物群の1つと考えられ， 植物群で，
108 ー 上から15行目 。北海道，本州北部に分布する 【削除】
108 ー 上から16-17行目 。本州（関東以西），九州の暖地に分布する 【削除】
108 右 下から22行目 mandschurica mandshurica
109 右 下から6行目 var. mayrii 【削除】
109 右 下から2行目 var. nothovar.
113 左 上から10行目 シラカバ シラカンバ
114 左 上から9行目 dahurica davurica
117 ー 下から1行目 Geobot Geobot.
118 左 下から19行目 PL.97 PL.96,97
120 ー 上から3行目 平行脈 平行な脈
120 ー 上から13行目 互生に変わり， 互生，
120 ー 上から14行目 平行脈 平行状の3－5脈
121 右 下から3行目 本州～ 北海道～
124 左 下から19行目 北海道（奥尻島）・本州・四国・九州 北海道～九州
124 右 上から10行目 果期の 【削除】
126 ー 上から13行目 シュウカイドウ属， シュウカイドウ属
126 左 下から6行目 バタン島 バタン島とバブヤン諸島
126 右 下から13行目 小花梗 花柄
143 ー 上から3行目 小さい托葉がある。花は両性まれに単性で， 托葉がある。花は両性まれに単性または雑居性，
143 ー 上から17行目 多くは縁が 多くは上縁が
143 左 下から14行目 Makino ,non Makino, non【カンマの前の半角空きを，カンマの後ろへ移動】
178 右 下から4行目 本州から琉球 北海道～琉球
181 右 上から11行目 花柄 花序柄
184 ー 上から23行目 枝に頂芽をつくり，単軸分枝で生長する。 日本産種は枝に頂芽をつくり，単軸分枝する。
187 ー 下から26行目（表） 千島列島中部に分布 千島列島中部にも分布
187 ー 下から26行目（表） 韓国済州島に分布 韓国済州島にも分布
204 左 上から11行目 群馬 新潟・群馬
207 左 上から26行目 埼玉 茨城・埼玉
213 右 上から9行目 （行頭）　フギレオオバキスミレ 【前行に続ける】……分布する。フギレオオバキスミレ……
213 右 上から13行目 （行頭）　ミヤマキスミレ 【前行に続ける】……ことはない。ミヤマキスミレ……
213 右 上から21行目 （行頭）　ナエバキスミレ 【前行に続ける】……染色体数2n=12。ナエバキスミレ……
213 右 上から26行目 （行頭）　ダイセンキスミレ 【前行に続ける】……染色体数2n=12。ダイセンキスミレ……
213 右 下から38行目 （行頭）　フチゲオオバキスミレ 【前行に続ける】……生育する。フチゲオオバキスミレ……
213 右 下から6行目 Watan. Watan.（PL.174）【2行前の「（PL.174）」を移動】
214 左 上から3行目 Ohashi Ohashi f. yezoana
215 左 上から4行目 Maxim. f. vaginata; Maxim.;
215 左 下から26行目 サンインスミレサイシン サンインスミレサイシン f. satomii
216 突頭形【左下から24行目，2行目】 突出形
216 虫頭形【右上から22行目，右下から5行目】 突出形
217 左 上から11行目 mandsurica mandshurica
217 虫頭形【左上から22行目，右上から20行目，右下から13行目】 突出形
217 右 上から15行目 6cm， 6cm に達し，
217 右 下から1行目 沖縄 沖縄県
218 左 上から2行目 リュウキュウシロバナコスミレ f. sonoharae Hiyama シロバナリュウキュウコスミレ f. sonoharae E. Hama

218 ページ内の右の用語 虫頭形【左上から17行目，左下から15行目，右上から12行目，右下から
16行目】 突出形
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ページ 段 行数，図など 誤った記述。【　】内は右欄の修正内容 正しい記述，もしくは削除など
218 左 上から23行目 という。 という。なお，シロバナサクラスミレの学名は正式に発表されていない。
218 右 上から21行目 Maxim.var. Maxim. var.【「var.」の前に半角空きを追加】
219 ページ内の右の用語 虫頭形【左上から13行目，左下から13行目，右上から14行目】 突出形
219 右 下から2行目 突頭形 突出形
220 ページ内の右の用語 虫頭形【左下から9行目，右上から19行目，右下から9行目】 突出形
220 左 下から22行目 kamtschatika kamtschatica
221 ページ内の右の用語 虫頭形【左上から15行目，左下から18，1行目，右上から22行目】 突出形
222 左 上から4行目 蚕頭形 突出形
222 左 下から14行目 40. アオイスミレ 40. アオイスミレ〔ヒナブキ〕
222 右 上から14行目 フキの葉 小型のフキの葉
222 右 下から10行目 V. kurilensis Nakai ?V. kurilensis Nakai
223 ページ内の右の用語 立襟形【左上から７行目，左下から14行目，右上から26行目】 突出形
229 ー 下から19行目 琉球に1種がある。 小笠原・琉球に1種が野生化する。
230 ー 上から6行目 花糸はほとんどまたはまったく離生し， 花糸は葯同様に太く，離生し，
230 ー 上から6行目 子房は上位，1室， 子房は上位，2－5（－16）室，
234 ー 下から19行目 ここでは黒線， ここではそれぞれ黒線，

235 ー 上から14行目 《オトギリソウ節 Sect. Hypericum》 《オトギリソウ節 Sect. Hypericum セイヨウオトギリソウ亜節 Subsect. 
Hypericum》

235 ー 上から15行目 オトギリソウ列 セイヨウオトギリソウ列
237 右 下から17-16行目 Aiton (H.ascyron L. var. americanum Y. Kimura) Aiton; H.ascyron L. var. americanum Y. Kimura
239 左 下から10行目 Makino Makino var. momoseanum
243 左 上から3行目 24. オシマオトギリ 24. オシマオトギリ〔カザンオトギリ〕
244 右 下から20行目 富士箱根 フォッサマグナ
246 左 上から10行目 四国・九州 九州（北東部）
246 右 下から 39. ナガサキオトギリ 39. ナガサキオトギリ〔コバノサワオトギリ〕

246 右 下から6行目～次ページ
右14行目 【「39. ナガサキオトギリ」の本文をすべて差し替え】  ●正誤表4ページ参照

247 ー 下から17-15行目 本属には，……分布する（改行）T. breviflorum……東亜－北米型となる。【改 行】 本 属 には…… 分 布する。【改 行せずに前 行 に続ける】T. 
breviflorum……東亜－北米型となる。

250 左 下から3行目 磐梯山 船形山
250 右 下から16行目 トカチフウロ トカチフウロ f. pallescens Nakai
251 右 上から22行目 夏緑陰樹 夏緑樹林
251 右 下から2行目 f. krameri 【削除】
252 右 上から4行目 よ背面 および背面
257 右 下から6行目 琉球に生育し，台湾・中国に 奄美諸島の林縁や谷沿いに生育し，台湾・中国・フィリピンに
258 左 下から22行目 ～九州，朝鮮半島に分布する。 ～九州に分布し，朝鮮半島からも記録があるが検討を要する。
258 右 下から2～1行目 琉球 琉球（喜界島以南）

259 左 左下から13行目 , 右下
から12行目 中国 台湾・中国

260 左 上から12行目 大きなものは 日本では高さ2－8m 程度だが，海外では
260 左 上から21行目 11月 ほぼ通年
260 右 上から18行目 琉球（西表島） 琉球（小浜島・西表島）

262 ー 上から3行目 花は両性，
草本，まれに低木。葉は対生か互生し，単葉で，托葉はないかまれにある。
花は両性，【上から7行目の「草本，まれに低木。葉は……まれにある。」の
文章を冒頭に移動】

269 ー 上から7行目 放射相称 左右対称
271 ー 上から14行目 フリピン フィリピン
272 ー 下から17行目 野生する。 野生化する。

272 右 下から8行目 野生化している。 琉球（沖縄諸島）に野生化している。【3行前の「琉球（沖縄諸島）」を
移動】

273 左 上から17行目 葉縁には平行脈が走る。 側脈は葉縁に達しない。
273 右 上から12行目 6－9mm。 径6－9mm。
274 ー 下から20行目 ふつう楕円状狭卵形で3－5行脈 狭卵形から楕円状卵形で3－5脈
274 ー 下から17行目 球形。 球形，
275 左 上から22行目 与那国島 与那国島，台湾
275 ー 下から18行目 行脈があり， 脈が平行し，

276 左 上から20行目 小笠原諸島（南硫黄島の雲霧林地帯）および奄美以南の琉球，台湾・
中国南部・インドシナ・フィリピンに広く分布する。

奄美以南の琉球，台湾・中国南部・インドシナ・フィリピンに広く分布する。
小笠原諸島（南硫黄島の雲霧林地帯）にも記録がある。

276 ー 下から13行目 平行脈がある。 葉脈は平行する。
276 左 下から4行目 3－5個の平行脈があり 3－5脈がよく目立ち
280 右 上から11行目 Yonek. Yonek.（PL.226）
281 ー 上から５行目 カイノキ属 ランシンボク属 Pistacia
285 ー 上から16行目 ハウチハノキ亜科 ハウチワノキ亜科
286 ー 上から4行目 2n ＝26 2n ＝26，52，78
289 図の説明 イタヤカエデ（右は若木の葉） エンコウカエデ（右は若木の葉）
293 左 上から15行目 var. nipponicum var. nipponicum（PL.240）【5行前の「（PL.240）」を移動】

293 左 上から27行目 T. Yamaz. T. Yamaz.（PL.239-240）【4行前の「（PL.239, 240）」をカンマをハイ
フンに変更して移動】

293 左 上から30行目 （北部） （北部）の
295 左 下から15行目 Rehder Rehder（PL.243）【13行前の「（PL.243）」を移動】
295 左 下から4行目 Rehder Rehder（PL.243）【5行前の「（PL.243）」を移動】
297 右 下から5行目 複総状の 【削除】
297 右 下から4行目 柄 花序柄
298 左 上から2行目 10月ごろ 9－10月に
311 ー 上から17行目 核果， 核果，外果皮におおわれて
311 ー 上から18行目 外果皮 中果皮
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写真ページ
（PL.） 写真番号 特記 誤った記述。【　】内は右欄の修正内容 正しい記述，もしくは削除など

2 3 pseudosieboldii ×pseudosieboldii
23 5 glaberrima yezoensis
38 3 98.713 98.7.13
43 4 p.63 p.64
43 6 f. subhirtella ‘Kohigan’
49 1，3 萼 花床筒
55 4 villosa villosa var. villosa
55 6 ワタゲカマツカ　Pourthiaea villosa var. villosa カマツカ（ワタゲカマツカの型）【種名を変更し，学名を削除】
56 6 indica indica var. umbellata
60 8 toringo toringo var. toringo
66 4 熊本県氷川町 東京都奥多摩町
68 1 blumei blumei var. blumei
69 3 japonica japonica var. japonica
73 5 subsp. var. 
79 1 sieboldii sieboldii var. sieboldii
88 1 f. hirsuta 【削除】
93 1 daburica var. daburica davurica var. davurica
103 1 pentaphyllum pentaphyllum var. pentaphyllum
108 1 fortunei fortunei var. fortunei
112 5 var. glaber 【削除】
114 4 stephanotifolius stephanotidifolius
116 4 corniculata corniculata f. villosa
139 5 gaertneri var. hongkongensis nitidus
152 10 葉裏 葉表
169 4 ×ampherista ×ampherista nothosubsp. ampherista
174 7 f. hidakana 【削除】
174 9 subsp. hidakana var. yezoana f. yezoana
176 1 f. vaginata 【削除】
180 2 f. hirtipes 【削除】
181 1 f. var.
182 5 f. tashiroi 【削除】
183 1 f. takushi f. takushii
192 4 subsp. ascyron 【削除】
197 6 黒線と黒点 黒点と明点
198 5 var. longistylum 【削除】
199 2 黒点のみがある 辺縁に黒点がある
199 7 赤点のみがある 赤点が見える
200 2 黒点と明点がある 明点と辺縁の黒点が見える
203 1 tripartitum tripartitum var. tripartitum
203 6 f. krameri 【削除】
212 2 八甲田山麓　15.9.1 岩木山麓　11.7.27
212 7 angustifolium amurense
213 8 2刷で写真変更 茎　札幌市　06.8.23〔梅沢〕 札幌市　09.8.21〔鷹野〕 ●正誤表5ページ参照
213 9 2刷で写真変更 北海道知内町　89.7.27〔梅沢〕 札幌市　09.8.21〔鷹野〕 ●正誤表5ページ参照
214 3 hornemannii hornemannii subsp. hornemannii
227 7 orientale orientale subsp. orientale
236 2 大沼国定公園 赤城山
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【39. ナガサキオトギリ】の正しい記述

p. 246　左 下段

改訂新版 日本の野生植物 第３巻 初版第１刷（2016年9月20日刊）正誤表
2020年10月8日　平凡社編集部

p. 247　左右 上段

Hypericaceae

246

楕円状披針形～狭楕円形，長さ3－4 .5mm，幅1－
1 .5mm，円頭～鋭頭，全縁，内側に黒点とがあり，辺
縁には黒点がある。花弁は5個，楕円状倒披針形～倒卵
形，長さ5－7（－9）mm，幅2 .5－4 .5mm，円頭，全
縁あるいは有柄の黒点があり，内側と辺縁に黒点がある。
雄蕊は10－18（－30）個，3束にまとまり，長さ4－
7mm，葯に黒点がある。花柱は3個，長さ2 .2－3mm，
子房の1 .1－1 .3倍長。蒴果は広卵形～円筒形，長さ5－
9mm。種子は暗褐色，長さ約0 .6mm。染色体数2n=16。
本州（関東地方以西）・九州（北東部）に分布する。
36 . ハチジョウオトギリ PL.199

Hypericum hachijyoense Nakai;  
H. hachijyoense f. nigrum Y. Kimura

伊豆七島の山地に生える高さ5－20cmの多年草。茎
は円柱形で稜と腺点はなく，叢生し，直立～斜上，ほと
んど分枝せず，節間は長さ1－5mm，葉よりも短いか
等長。葉はやや質が厚く，狭楕円形～狭三角状披針形，
長さ6－20mm，幅（1－）3－10mm，円頭～やや鋭頭，
基部は円形～心形でなかば抱茎し，無柄，内側に明点と
少数の黒点があり，辺縁に黒点がある。花は7－8月，
1－5個が茎頂や枝先に集散状につき，径11－13mm，
黄色でふつう赤みをおびることがなく，花柄は長さ1－
2mm，苞は葉状。萼片は5個，不等長，狭楕円形～楕
円形，長さ3 .5－5mm，幅3mm，鈍頭～円頭，全縁，
内側に黒点とときに明点があり，辺縁には黒点がある。
花弁は5個，倒卵形～倒卵状長楕円形，長さ6 .5－8mm，
幅4－5mm，円頭，全縁，内側に明線，ときに黒点が
混じり，辺縁に黒点がある。雄蕊は約25個，3束にまと
まり，長さ5－6mm，葯に黒点がある。花柱は3個，長
さ2 .5mm，子房の0 .8倍長。蒴果は卵形，長さ5－
7mm。種子は褐色，長さ約0 .8mm。伊豆七島の八丈島
と三宅島から知られており，山地上部の草地に生育する。
フォッサマグナ要素あるいは富士箱根要素の植物。
37 . ニッコウオトギリ PL.199

Hypericum nikkoense Makino;  
H. hakonense Franch. et Sav. var. nikkoense (Makino) Y. 
Kimura; H. hakonense var. rubropunctatum (Makino) Y. 
Kimura; H. rubropunctatum Makino

本州中部の山地に生える高さ15－35（－50）cmの多
年草。茎は上部に2稜があり，下部では円柱形，ときに
稜に沿って黒点および赤点があり，叢生し，直立～斜上，
よく分枝し，節間は長さ10－20mm，葉よりも短い。
葉はやや質が厚く，三角状披針形～披針形～狭楕円形～
倒披針形，長さ（12－）15－30mm，幅3－7（－12）
mm，円頭，基部は円形～くさび形，無柄あるいは長さ
0 .5mmほどの短い柄があり，内側に明点と赤点が目立
ち，辺縁に黒点がある。花は7－8月，1－7個が茎頂や
枝先に集散状につき，径（10－）12－16mm，黄色でふ
つう赤みをおびることがなく，花柄は長さ1－2 .5mm，
苞は葉状。萼片は5個，不等長，狭楕円形～楕円状披針
形，長さ3 .5－5mm，幅0 .5－1 .2mm，円頭～やや鋭頭，
全縁，内側に黒点とときに明点があり，辺縁には黒点が
ある。花弁は5個，倒卵形～楕円状披針形，長さ6 .5－

9mm，幅4－5mm，円頭，全縁，内側に黒線と黒点，
ときに明線があり，辺縁に黒点がある。雄蕊は約20個，
3束にまとまり，長さ約6mm，葯に黒点がある。花柱
は3あるいは4個，長さ（2 .5－）3－5mm，子房の1－
1 .4倍長。蒴果は卵状四角錐～円筒状楕円形，長さ
（6 .5－）7－9（－10）mm。種子は褐色，長さ約0 .5mm。
本州（栃木県日光，長野県軽井沢・鉢伏山・美ヶ原）に
分布し，水湿の地を好む。
38 . サワオトギリ PL.200

Hypericum pseudopetiolatum R. Keller;  
H. koshiense Koidz.;  
H. penthorodes Koidz. f. lucidum Y. Kimura

山地の水湿の地に生える高さ（5－）10－30（－70）
cmの多年草。茎は上部にかすかな2稜があるがまもな
く円柱形となり，稜に沿って腺点はなく，単生～叢生し，
直立～斜上，よく分枝し，節間は長さ（10－）20－
45mm，葉と等長かわずかに長い。葉は質がやわらかく，
狭楕円形あるいは倒卵状楕円形～楕円形あるいは倒披
針形，長さ8－40（－50）mm，幅3－15（－20）mm，
円頭，基部はくさび形で無柄，あるいは基部がしだいに
細まり，長さ約1mmほどの柄があり，内側に明点があ
り，辺縁に黒点がある。花は7－8月，1－9個が茎頂や
枝先に集散状につき，径8－13mm，黄色でふつう赤み
をおびることがなく，花柄は長さ1－2mm，苞は楕円
形～倒披針形，小苞は楕円形～楕円状線形。萼片は5個，
不等長，楕円形～狭楕円形，長さ2 .5－3 .2（－4）mm，
幅0 .7－1mm，円頭～やや鋭頭，有柄の黒点があるか
まれに全縁，内側にはふつう明線と明点があるが，まれ
に明点と黒点，または黒点のみがあり，辺縁には黒点が
ある。花弁は5個，楕円状倒披針形～狭楕円形，長さ5－
7mm，幅2－3mm，円頭，内側に明点のみ，あるいは
まれに明点と黒点があり，辺縁に有柄または無柄の黒点
がある。雄蕊は17－24個，3束にまとまり，長さ3 .5－
4 .5mm，葯に黒点がある。花柱は3個，長さ1－2 .2mm，
子房の0 .5－0 .9倍長。蒴果は卵形～やや球状，長さ
3 .5－5 .5mm。種子は淡紫褐色，長さ約0 .7mm。染色
体数2n=32。北海道（西南部）・本州（富士箱根地域と
伊豆地域を除く）・九州（北部）に分布する。
台湾の山地に生育するタイワンサワオトギリH. taihe-

zanense Sasaki ex S. Suzuki; H. pseudoperfoliatum var. 
tai hezanense (Sasaki ex S. Suzuki) Y. Kimuraは全体が
本種によく似ているが，萼片に有柄の黒点がない点で異
なっている。
39 . ナガサキオトギリ〔コバノサワオトギリ〕 PL.200

Hypericum kiusianum Koidz. var. kiusianum;  
H. pseudopetiolatum R. Keller var. pseudopetiolatum  
f. parvifolium Y. Kimura

山地の谷間に生える高さ20－40（－50）cmの多年草。
茎は不明な2稜があるがまもなく円柱形となり，稜に
沿って腺点はなく，3－4本が叢生し，直立～斜上し，
上部の葉腋からよく分枝し，節間は長さ13－22mm，
ふつう葉より長いか等長。葉は質が薄く，楕円形～長楕
円形～倒皮針形，あるいは倒卵形，長さ（8－）10－30
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（－45）mm，幅3－13（－17）mm，円頭～鈍頭，基部
はくさび形，無柄または長さ0 .5－1 .3mmの葉柄があり，
内側に明点，辺縁に黒点またはまばらに明点がある。花
は7－8月，1－7（－15）個が茎頂や枝先に集散状につき，
径6－13（－15）mm，黄色でふつう赤味をおびること
がなく，花柄は長さ1－3 .5mm，苞は小型の葉状。萼
片は5個，不等長，楕円形～狭楕円形，長さ2 .5－6mm，
幅1－2 .5mm，円頭～鋭頭，全縁，内側に明腺のみ，
まれに黒点と明点があり，辺縁には黒点があり，有柄の
黒点はない。花弁は5個，楕円状倒披針形～倒卵形，長
さ4 .5－7mm，幅2－4mm，円頭，内側にはふつう明
線のみ，縁に有柄または無柄の黒点がある。雄蕊は
15－35個，3束にまとまり長さ4－6mmで，花弁より
わずかに短く，葯に黒点がある。花柱は3個，長さ1 .3－
2 .8mm，子房の0 .5－0 .7倍長。蒴果は円錐状卵形～円
筒状，長さ4 .5－7 .5mm，径2 .7－4 .5mm。種子は黄
褐色，長さ約0 .6mm。染色体数2n=32。本州（富士箱

根伊豆地域，紀伊山地）・四国・九州に分布し，ソハヤ
キ要素の1つである。

ヤクシマコオトギリ（ヤクシマオトギリ）var. yaku­
simense (Koidz.) T. Kato; H. pseudopetiolatum var. 
yukusimense (Koidz.) Y. Kimura: H. yakusimense 
Koidz.; H. yakusimense f. lucidum Y. Kimuraは屋久島
の中腹から上部に分布し，全体が小型の植物である。茎
は匍匐し，長さ1－15cm。葉は狭長楕円形で，長さ3－
8mm，幅1－3mm，明点と黒点がある。花は6－8月，
茎の先に1－3個つき，径6－10mm。萼片にはふつう
明線のみがあり，まれに明線と黒線，あるいは黒線のみ
があり，辺縁に有柄の黒点はない。花弁にはふつう内部
に明線のみがあるが，萼片と同様，まれに明線と黒線，
あるいは黒線のみがある。花柱は長さ1 .5－2mm。蒴
果は長さ3 .5－5 .5mm，径2 .5－3 .5mm。染色体数
2n=32。

【2】ミズオトギリ属　Triadenum Raf.

水湿地に生える多年草。地下茎は匍匐し，分枝する。茎は円柱形で稜がない。葉は対生，全縁，葉身の内側と辺縁に
明点がある。花は茎頂や上部の葉腋に集散状に1－5個つき，淡紅色または淡黄色。萼は5深裂，裂片は同形同大，明
線がある。花弁は5個，明点がある。雄蕊は9個，花糸は3個ずつ，なかばまで合着し，3束に分かれ，花弁とともに花
後にも宿存する。葯は丁字着で，先端に1個の明点（透明な腺球）がつく。仮雄蕊（腺体）は3個，雄蕊の束と交互に
つき，雄蕊より小型で肉質。子房は3心皮，3室で，中軸胎座に多数の胚珠がつく。心皮（果皮）には縦長の明線がある。
花柱は3個，離生し，細い柱状。蒴果は全長のおよそなかばまで胞間裂開する。種子は小型，長楕円形で翼はなく，縫
合線があり，表面には網目状の隆起がある。
本属には東アジアにミズオトギリがあるほか，台湾・中国（中部，南西部）・インド北東部に分布するT. brevi-

florum (Wall. ex Dyer) Y. Kimuraと，北アメリカにT. fraseri (Spach) GleasonやT. virginicum (L.) Raf.などの6種があ
り，分布パターンとしては東亜－北米型となる。
　

1 . ミズオトギリ PL.200
Triadenum japonicum (Blume) Makino;  
Elodes japonica Blume; E. virginica Nutt. var. asiatica 
Maxim.; Hypericum asiaticum (Maxim.) Nakai; 
Triadenum asiaticum (Maxim.) Kom.

沼地や湿地に生える高さ15－100cmの多年草。茎は
直立し，あまり分枝しない。葉は楕円状披針形～卵状楕
円形，長さ（10－）20－80mm，幅（5－）10－17mm，
脈は裏面に隆起し，鈍頭～凹頭，基部は浅心形でなかば
抱茎し，無柄，内側に大小の明点が多く，縁にも明点が
ある。秋に美しく紅葉する。花は8－9月，頂生または
腋生の短い花序に1－5個つき，淡紅色，径10mm，花

柄は長さ1－3mm，苞と小苞は披針形，宿存する。萼
片は5個，卵状楕円形，長さ3－4mm，幅2mm，赤褐
色をおび，全縁，内側に明線があり，辺縁に腺点はない。
花弁は5個，狭倒卵形～楕円形，長さ6－7mm，幅2－
3mm，内側に明点があり，辺縁に腺点を欠く。雄蕊は
9個，長さ4mm，3束にまとまり，なかばまで合生する。
仮雄蕊（腺体）は3個，長さ1mm，鱗片状で卵形～円形，
橙黄色，全縁。花柱は3個，長さ1 .5－1 .75mm，子房
の0 .5倍長。蒴果は狭楕円形～狭倒円錐形，長さ7－
10mm。種子は長さ1mm，暗褐色。染色体数2n=16。
北海道～九州，朝鮮半島・中国（東北部）・ロシア沿海
地方に分布する。花は一日花で，午後3－4時に開く。
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1. ホソバアカバナ　Epilobium palustre   
北海道鶴居村　05.8.5　〔梅沢〕→p.265_B

2. ホソバアカバナ　 茎
大雪山　87.8.7　〔木原〕_A

6. トダイアカバナ　 
Epilobium platystigmatosum   
長野県上伊那郡　94.9.10　〔鷹野〕→p.266_A

7. トダイアカバナ　 
長野県上伊那郡　
94.9.10　〔鷹野〕_B

9. カラフトアカバナ　 
Epilobium ciliatum subsp. ciliatum   
北海道知内町　89.7.27　〔梅沢〕→p.266_A

8. カラフトアカバナ　 
茎　札幌市　06.8.23　
〔梅沢〕_B

3. ヒメアカバナ　Epilobium fauriei   
北海道千歳市　96.8.20　〔梅沢〕→p.266_E

5. ヒメアカバナ　 鱗芽
北アルプス清水岳　01.8.13　
〔木原〕_C

4. ヒメアカバナ　 
北岳　01.8.5　〔木原〕_A

PL.213ONAGRACEAE アカバナ科

↓

誤った写真

PL.213

正しい写真

1. ホソバアカバナ　Epilobium palustre   
北海道鶴居村　05.8.5　〔梅沢〕→p.265_B

6. トダイアカバナ　 
Epilobium platystigmatosum   
長野県上伊那郡　94.9.10　〔鷹野〕→p.266_A

7. トダイアカバナ　 
長野県上伊那郡　
94.9.10　〔鷹野〕_B

9. カラフトアカバナ　 
Epilobium ciliatum subsp. ciliatum   
札幌市　09.8.21　〔鷹野〕→p.266

8. カラフトアカバナ　 
札幌市　09.8.21　 
〔鷹野〕

3. ヒメアカバナ　Epilobium fauriei   
北海道千歳市　96.8.20　〔梅沢〕→p.266_E

5. ヒメアカバナ　 鱗芽
北アルプス清水岳　01.8.13　
〔木原〕_C

2. ホソバアカバナ　 茎
大雪山　87.8.7　〔木原〕_A

4. ヒメアカバナ　 
北岳　01.8.5　〔木原〕_A

PL.213ONAGRACEAE アカバナ科

PL.213


